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海岸風景の印象評価の日露比較
The questionnaire was consisted with two main part, survey about figure of the coastal
mindscape and individual backgrou
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本研究では、海岸風景に抱くイメージの違いを日本とロシアの大学生を対象としたアンケート調査により比較し、そ
の要因について検討した。

調査は日本の大学生として札幌市内の大学生 73名、ロシアの大学生としてイルクーツク市の大学生 24名を対象に行
なった。更に、札幌市内の大学に留学しているロシア人学生 12名も対象とし、比較検討を行った。

調査項目は、イメージスケッチ法による海岸の心象風景の形象の構図・構成要素を把握する調査、ならびに心象風景
に影響を与えると考えられる個人背景に関する調査から構成された。

その結果、海岸のイメージとして想起する言葉として、日本人学生は砂浜、貝、波、といった景観構成要素を回答す
る傾向がみられたが、ロシア人学生では景観構成要素に加えて明るい、美しい、穏やかといった情景的な回答がみられ
た。また、描かれる構図タイプに違いはみられなかったが、構成要素については日本人学生に比べてロシア人学生が植
物を中心とした自然要素を描くことが特徴的であった。特に海岸護岸については、ロシア人学生は全くイメージしてい
なかった。また、日本に留学しているロシア人学生については、想起されるイメージが日本人学生の構図・構成要素と
非常に似ていた。
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